
  

   

 

 

 
 

 

  

新年あけましておめでとうございます。 

みなさま、ご家族おそろいでよい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

いよいよ 3学期がはじまります。1年のまとめの学期として気持ちを引きしめ元

気いっぱいスタートしようと思います。 

 今年は午年。馬は古くから、力強く、俊敏に草原を駆け抜け、本能的に前へ前

へと進む動物として知られ、「前進」「飛躍」「行動力」の象徴とされています。  

また「午」は、太陽がもっとも高く昇る正午を表す干支で、1年の中でもエネルギー

が最も強くなる象徴ともいわれています。太陽が頂点に達して勢いが増していくように、午年は物事が

伸びやすく、活発に動く力を与えてくれる年とされています。 

こうした午年の意味から、今年は「自分の目標に向かって力強く進む 1年」にしたいと願っています。

馬がまっすぐ前を向き、迷わず走り出すように、子どもたちにも小さな目標でも一つひとつ取り組み、

“できた”を積み重ねていく年にしてほしいと思います。 

今年 1 年、子どもたちが午年の力強さにあやかり、前向きに挑戦する日々となるよう、学校としても

温かく見守り、支えていきたいと思います。どうぞ本年もよろしくお願いいたします 

 

小松小学校 創立記念日  

 1月 8日は小松小学校 152回目の創立記念日です。「百二十周年記念誌」（平成 6年編集）により

ますと、「明治 7年(1874年)1月 8日、聞名寺を仮校舎として思斉学校が誕生した。･･･4月には北小松

に薬師堂学校、続いて北比良に比良学校が設立された。」とあり、翌年 8月には鵜川（現高島市）に鵜

川学校が設立されたようです。学習内容はいわゆる読み書き・そろばん。思斉学校には当初 6歳から 9

歳まで児童 55人が在籍しました。時は流れ、明治 43年 4校が小松尋常小学校としてまとめられまし

た。（ただし北小松分校は昭和 41年まで続いています）校長室にある歴代の学校長の写真はこの明治

３８年から始まっています。 

校歌は明治の児童文学作家巖谷小波（いわやさざなみ）が作詞したものだといわれています。「唱歌 

ふじの山」もこの巖谷小波が作詞したものです。巖谷小波は先祖が滋賀県水口の出身でしたので、この学

校の新しい門出を記念するために、学校や地域の関係者が郷土の誇る高名なこの人に作詞を依頼したの

ではないかと思います。地域の人々が子どもたちの教育に熱い思いを寄せておられたことが感じられ胸

を打たれます。これからも、歴史ある小松小学校の伝統を生かしつつ、時代の流れにも合った取り組みを

進めていきたいと思います。 

 

登下校について 

日頃は、登下校や送り迎えにつきまして、何かとご協力をいただき、ありがとうございます。本日、次ページの生徒

指導だよりを配布し、子どもたちと確認しました。保護者のみなさまもご確認をお願いします。 

なお、下校時、徒歩で下校する児童と車の混雑を避けるため、お迎えの場所を変更します。ご理解、ご協力の程お願

いいたします。 

近江八景「比良の暮雪」琵琶湖八景「雄松崎の白汀」 自然に抱かれた
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小学校ホームページにも学校の様子を掲載していきます。   

                 http://www.otsu.ed.jp/komatu/ 

                           


